
ＰＯＩＮＴ１  

○ 工程をライン化し、番号札を掲示すること 

で、担当場所をわかりやすくしました。 

○ 必要な時だけ全体打ち合わせを実施するよう 

にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ２ 

○ 教員は生徒と一緒に働きながら全体の作業状 

況を把握し、各工程が十分な仕事を確保できる 

ようにしました。 

 

     

＜食品加工班＞ 

改善事例１ 

みんなが揃うまで待ってい

ないといけないし、打ち合わ

せ時間が長くてダラダラした

感じです・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○ ホワイトボードに記載してあることや、作業分担の説明を毎回行う必要ありません。 

生徒が自分で確認し、自分で判断して動けるように学習環境を工夫しましょう。 

○ 作業時間を確保するために、全体打ち合わせの内容を見直すとともに、身支度が終わ

った生徒から担当する工程のテーブルに移動して、すぐに作業を開始できるようにしま

しょう。 

○ 仕事が途切れないように、各工程で十分な仕事量を確保しましょう。 

※教員の関わり方 

■ 始業時間や作業効率など、教員も時間の意識をもちましょう。 

■ 教員は生徒と一緒に「仕事」をしながら、生徒の作業状況を確認しましょう。 

○ 学習環境を見直したことで、身支度を終えた生徒から自分で分担場所を確

認して「仕事」ができるようになりました。 

○ 生徒の「手持ち無沙汰な時間」がなくなり、意欲的に仕事ができるように

なりました。 

○ 教員も生徒と一緒に「仕事」をすることで、各工程の作業状況を的確に把

握し、仕事が滞ることがなくなりました。 

■ 毎回、作業開始前の打ち合わせ（仕事分担や配置の確認など）の時間がどうして

も長くなり、十分な作業時間を確保できません。 

■ 作業が始まっても、うまく仕事が流れず、手持ち無沙汰になる生徒がいます。そ

のため、作業に対する集中力が持続しません。 

１ 授業改善の視点 

２ 専門家からのアドバイスと改善の方策 
仕事がうまく流れるようになり、集中して作業に取り組めるようになりま

した。出来上がる量も増えました。身支度が終わったらすぐに作業を開始

できるようになり、緊張感をもって作業をすることができています。 

３ 改善のポイント 

全員で「仕事」を行い、教員が見本と

なることで、生徒の意欲向上につながり

ました。 

手持ち無沙汰な時間が減り、集中して

取り組めるようになりました。 

４ 授業者がわかったこと 

全体打ち合わせで、一人一人の担当場所を確認する必要が無く

なり、身支度が終わった生徒から作業を始めることができるよう

になりました。 

【Ａさん】 

○身支度 

○手洗い 

○衛生チェック 

○打ち合わせ 

出席確認 

担当、配置の確認 

作業開始 

２０分もかか

っています。

作業前の全体打ち合わせ 

○身支度 

○手洗い 

○衛生チェック 

１０分に 

短縮しました 

 

 

作業開始 

作業時間を確保する環境の改善 

【現状】 
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